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2.研 究のね らい ・目的
近年、 自然 と人為の相互作用に関する生態史的な関心が高 まっているが、有史以来、さまざ
まな環境変遷を遂 げてきたアフ リカ大陸に関 しても、 これはとりわけ魅力的な研究テーマのひ
とつである。サハ ラの南北を結ぷ交易ルー トの消長や、10世紀以降サヘル地域に出現 したい く
つかの帝国の興亡、さらにはバ ン トゥー ・エ クスパ ンションとして知 られる民族の大移動 も、
地域の環境や生活の変化にかかわる生態史的な現象として理解できよう。
本研究では、 このような観点か ら、人間活動 と自然の相互作用の歴史 としての地域の生態史
を再構成 し、地域の生態環境 と固有文化の関係、それ らと外文明 との相互関係を検討す る。ま
た、主 として熱帯 アフ リカの諸地域の景観や生業、国家形成等の生態史的な位置づけと相互の























総合討論 司会:立 本成文、掛谷 誠
平成7年 度には、これ らの研究会及び研究集会のほかに、以下のような研究活動をお こなっ
た。
市川は、紀元前1万 年前頃から始ま り、中央アフリカー帯 に広がった湖沼文化(後 期石器時
代)の 発達や、同 じ地域で発達 し、ソルガムや トウジンビエなどの多 くのアフリカ独 自の作物
を生んだスーダン型雑穀栽培農耕文化の起源について検討 した。 また、鉄器製作やバ ン トゥー
系農耕民の広範な移動 と森林地帯への移住、アジア起源の作物の導入など、多 くのアフリカ的
な文化 ・社会の特徴が形成 された後期先史時代に関す る生態史的な検討をおこな った。
荒木 は、東部及 び南部アフリカー帯に広がる ミオ ンボ疎開林における農耕 システムを検 討し、
移動を伴 う農耕活動や居住様式が この地域の生態環境に及ぼ した影響を、衛星データや航空写
真 と、地上での観察結果を対照 させることによって解析 した。
太田は、東南部アフ リカのサバ ンナ地帯の代表的な生業である遊牧について、その成立機構
を人間と家畜の相互作用という観点か ら検討をお こな った。
重田は、エチオ ピア高地のエ ンセーテ栽培を中心 とす る独特の農耕文化の成立機構 につ いて、
人 とエ ンセーテとの相互関係 という観点か ら検討 したほか、遺伝子源供給地としての野生種 自
生地 の儀礼的保護の重要性について指摘 している。
嶋田は、19世紀末のいわゆる 「フルベ族の聖戦」において、中央アフリカのサバ ンナ及 びそ
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の周辺域に成立 したイスラム国家が、 どのような生態的、社会的条件の もとで形成 され、また
そ うした地域的特殊性をどのように乗 り越えることによって普遍化 し、地域的にも拡大 してい
ったのか という点についての検討をお こな った。
また、第1回 の研究会 において、カメルーン西部のバムン王国の成立 とその歴史的展開を分
析 した和崎は、この王国がヤシ酒やラフィアヤシ等の地域の生態的条件に深 く根 ざした文化 と
統治 システムを築き上げる一方で、イスラム教を導入する過程で、いかにイスラムの要求する
普遍的な基準を満た しつつ、 同時にバムンのオ リジナルな王権 とその文化を維持 していったの
か という点に関 して興味深い分析をお こな った。




なわち、西アフ リカはまず、歴史的に豊かであ った北部サバ ンナ ・スーダン地帯 と、相対的に
貧 しか った南部のギニア ・熱帯雨林地帯に分けられる。北部地域には、 トウジンビエやソルガ
ムを中心 とする雑穀栽培 とウシ、 ヒツジ、ヤギ等の牧畜が発達 し、相対的に豊かであった。 し
か し南部の湿潤地帯では、根菜類の栽培が中心であ ったために、蛋 白質不足な どの栄養障害が
大きな問題 とな っていた。また、北部乾燥地帯は、サハラ横断交易の影響を受けて、商業や衣
服 ・染色な どの工芸文化が発達す るなど、第2次 、第3次 生産においても活発であ り、そのよ
うな背景の もとでサヘル地帯 には、 ジェンネな どの交易都市やマ リ帝国などの大規模イスラム
国家の形成が促された。
ところが こうした南北の差は、大西洋岸への ヨーロッパ人の到来 とその後の植民地化によっ
て逆転 した。大西洋岸一帯は、 ヨーロッパ人中心の海洋交易や植民地経営の拠点となり、熱帯
プランテーシ ョン農業が発達 したからである。これ に対 して北部地域は、サハラ横断交易の衰
退や 「砂漠化」の影響を受けて、現在では世界の最貧地帯になっている。
嶋田によれば、 これ と類似 した地域間の対照 とその逆転現象が、西ア フリカの東西構造 につ
いて も見 られる。サハラ横断交易の影響は、東部よ りも西部において大きかったが、これには
西部に金 という世界的な交易品が存在 したことのほかに、サハラ横断の容易さやニ ジェール川
の水運、この地域の北側に位置するマグレブの都市文化の存在などの要 因があげられる。 しか
し交流が活発 で栄えた分だけ、この地域は政治的に不安定な状態にあった。植民地化に際 して
も、西アフ リカの方が、いちはや くヨー ロッパ列強に屈するすることになった。これに対 して
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東部地域は、比較的 自律的な歴史を歩み、11世紀 に成立 したカネム王国な どはその名をボルヌ
王国 と変えなが らも20世紀直前まで存続 した。 この地域はまた、大西洋岸か ら離れていたため
に、 ヨーロッパの影響を受 けることも少なかった。そのため、火器の導入が遅れ、 ヨーロッパ
軍が侵入 してきたときもほとんど戦わず して降伏 したが、その代わ りに伝統国家を存続 させる
ことができた。現在、西アフリカで安定 した発展を遂げているのは、む しろこう した伝統的国
家の存続地である。
以上のような研究活動のほかに、平成7年 度には 「東南アジア とアフ リカ」の地域間比較の
ための研究会が開催された。高谷が東南アジア地域な どにおける研究を踏 まえて提 出した 「世
界単位」論が、ア フリカの地域にも適用可能であるか否かを検討することが研究会開催の主 目
的であった。 このためアフリカか ら、東南アジアの海域世界に相当す る 「ネ ッ トワーク社会」
としてイン ド洋沿岸部のスワ ヒリ世界、東南アジア大 陸山地部に見 られるような 「生態論理の
卓越する世界」として内陸アフリカ地域、そ して大文明 との接触の影響が著 しい地域 としてス
ーダン ・サヘルを選んで、それぞれ東南アジアとの比較を試みた。
4.研 究の成果 とフロンテ ィア
上記の研究活動の項 にあげたよ うに、平成7年 度は個々の地域における生態史の検討を主に
おこなったが、その結果、次のよ うな点が明らかにされた。
まず、アフリカの歴史の理解にあたっては、 とくに生態環境 と人間活動の相互作用に関す る
理解が不可欠である。 この ことは、人間の文化や社会のあ り方 に生態的な環境の影響を読みと
ることと同時に、生態環境のなかにも人間活動 の足跡を読む ことを意味す る。アフ リカの多 く
の地域で近年、原生的な 自然の破壊や変容が急速に進んでいるが、環境に対す る人為の影響は
先史時代に も遡 ることができるのである。ただ し、そのような歴史的な人為の影響はアフ リカ
の環境にとっては決 して壊滅的なものではなかった点に注意す る必要がある。地域によっては、
そうした相互作用を通 じて、地域の生態環境が人間に とってより住みやすい環境 に変わ ってき
た という例 も存在す る。
また、アフリカの地域区分に関 しては、従来か ら同心円状に展開する生態ゾーンとそれぞれ
のゾー ンで繰 り広げられている特徴的な生活様式の存在が強調 されてきた。アフ リカが 「同心
円の大陸」と形容 されるゆえんであるが、最近の先史生態学及び歴史生態学的な研究によれば、
む しろ、アフリカの環境は、先史以来何度 も乾燥化と湿潤化を繰 り返 してきたことが明らかに
されている。そのような環境変動 との関連において、アフリカにおける農耕起源や生業変化、
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人 口移動、王国の形成や衰退、交易活動の分布 と消長 などの生態史的な現象を検討する必要が
ある。すなわち、アフリカにおいては、歴史の舞台である生態基盤は決 して不変 ・不動のもの
ではな く、自然的、人為的な要因によって変動 してきたのであり、アフ リカにおける歴史のあ
ゆみは、こうした環境変動 と関連 させなが ら検討する必要がある。言いかえればアフリカでは、
地域性の基盤であ り、歴史記述の単位 ともな りうるような固定 した地域単位の設定が困難 とい
う事情が存在する。
また、アフリカでは、かりに生態的な区分が可能であったとしても、これまでに人間や文化
がそれを越えて頻繁に移動 してきた。その端的な例を、紀元前1千 年紀か ら約1000～1500年の
間に西アフ リカか ら東 アフリカまで、直線距離に して4000キロメー トル もの距離を移動 したバ
ントゥー系住民の拡散 にみることがで きる。現在では、サハ ラ以南のアフリカの広大な地域に
分布す るバ ン トゥー系住民は、半砂漠か らサバ ンナ、疎開林、熱帯雨林、スワンプ、高地 とき
わめて多様な生態系にわた って分布 し、その生業 もサバ ンナ型の雑穀栽培農耕か ら、森林型の
根菜栽培農耕、牧畜、漁榜、狩猟 と、きわめて多岐にわたっている。また伝統的な政治組織 も、
村落単位の離散的な生活を営むグループか ら首長国を形成 したグループまで、変異が大きい。
それに もかかわ らず、 これ らのバ ン トゥー系住民は、互いにきわめて近縁 な言語を話 し、超 自
然的な存在 をめ ぐる観念など、文化的に多 くの特徴を共有する人びとである。
以上 のような事情を考えれば、固定的な生態区分を設定 し、それに もとついた静態的な地域
単位を考えることが、アフリカの地域性を理解するのにどこまで有効であるかは疑問である。
本年度の成果 としては、これらのほかに方法論的な側面 もあげ られ る。従来の地域研究 にお
いては、現地調査による事象の観察 と文献研究 との統合が試み られて きたが、本研究では、 こ
れ らに加えて、人工衛星による画像データの解析を利用す る方法が試み られた。現場での ミク
ロな人間活動の観察 と衛星などによるマ クロな環境把握を結合す るこの方法は、と くに地域の
生態史を解析するのに有効であろう
5.今 後の課題
今後の課題 としては、 これまで研究者が個別に検討 してきた地域の生態史を相互に比較対照
させ ることである。また、そ うした作業を通 して、生態史 という観点か らみたアフリカの諸地
域の特徴を把握す ることである。
さらにそ うした成果 に基づいて、他地域 とくに東南アジア等の例 と比較検討 し、アフリカの
地域 と しての特徴を抽 出す ることであろう。高谷は世界単位を 「生態が卓越する地域」、 「ネ
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ッ トワーク型の地域」、 「文明の支配的な地域」に分 けている。 この分類に したがえば、内陸
アフ リカは 「生態が卓越する地域」ということになるが、ここでは東南 アジア とは異な り、必
ず しも生態環境に応 じたそれぞれに異なった固有の文化が見 られ るわけではない。バ ン トゥー
系住民についてみたように、きわめて異 なった生態環境に、きわめてよ く似た文化 をもつ人び
とが生活す る。その…方で、同様な生態環境の中にさまざまな文化的背景を有する人びとが共
存 しているのが、 この地域の実情である。 このようなアフリカの実態を把握す るには、静態的
で同質的な地域区分を設けるよりも、 「変動」、 「移動 」、 「異質性」 「流動」などの側面か
ら検討を加えることが有効ではないだろうか。
さらに、本研究では ラン ドサ ッ トなどの衛星 データを用いた地域分析の方法を試みたが、こ
のような新 しい方法を さらに広 く、地域の社会や歴史の理解に活用す ることも今後の課題であ
ろう。
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